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抜粋



「兵庫リスク低減ＭＳ運動（２期）」の概要

【取組期間】
令和５年度（2023年度）から令和９年度（2027年度）の５年間
（兵庫第14次労働災害防止推進５か年計画の取組期間）

【位置付け】
「兵庫第14次労働災害防止推進５か年計画」における目標達成に向けた取組

（14次防目標）・死亡災害：2022年と比較して、2027年においては、15％以上減少させる
・死傷災害：2021年までの増加傾向に歯止めをかけ、死傷者数については、
2022年と比較して2027年までに減少させる

【目的】
誰もが安心、快適に働くことができる環境づくりを実現し、『許容できないリスク

がない職場づくり』を目指すために行うもの。

【スローガン】『 残留リスクを見逃さず 達成しようゼロ災害 』



兵庫リスク低減ＭＳ運動の「ＭＳ」とは、

「（Ｍ）マネジメント（Ｓ）システム」の略語です。

これは、会社を挙げて（組織的に）「職場に潜むリスク」の低減をするために、ＰＤＣＡサイ

クルを回し、自主的に職場環境改善につなげていただきたいという意味を含めています。

「兵庫リスク低減ＭＳ運動（２期）」の概要

【MS運動の概要】

ＭＳ運動は、経営トップによる強い決意（取組宣言）に基づき、職場でリスクア
セスメント（危険性・有害性の調査）を 漏れなく繰返し実施することにより、「残
留リスク（措置後も残るリスク）」を出来るだけ小さくし、命を脅かすような重篤
な災害が起きにくくすることはもとより、災害が起きて負傷したとしても、軽い怪
我で済むような『許容できないリスクが ない職場づくり』を目指すものである。



リスクアセスメントについて

リスクアセスメントは、労働災害を防止するための予防的
手段（先取り型）である。

後追い型

過去に発生した災害
から学ぶ安全衛生管
理

先取り型

潜在的な労働災害、
疾病のリスクを未然
に除去・低減させる



リスクアセスメントについて

作業場における危険性又は有害性を特定し、

それにより生ずるおそれのある災害（健康障害を含む）の重篤度（災
害の程度）とその災害が発生する可能性の度合を組み合わせてリスクを
見積り、

そのリスクの大きさに基づく対策の優先度の設定とリスク低減措置を
検討し、
優先度に対応したリスク低減措置を実施し、
その結果を記録する一連の手法をいいます。

リスクアセスメントとは、

※ 「リスクアセスメント」は、狭義ではリスクの評価までをさしますが、指針では
評価に基づき適切なリスク低減措置を実施するところまでを含んでいます。



リスクアセスメントについて

リスクアセスメントの効果
① 職場のリスクが明確になります。
② 職場のリスクに対する認識を管理者を含め、職場全体で共有できます。
③ 安全対策について、合理的な方法で優先順位を決めることができます。
④ 残されたリスクについて「守るべき決め事」の理由が明確になります。
⑤ 職場全員が参加することにより「安全」に対する感受性が高まります。

安全衛生対策の優先順位

1. 本質的対策

危険作業をなくすなど、危険箇所の除去等の措置。

２．工学的対策

機械・設備の防護板の設置など設備的対策。

３．管理的対策

教育訓練・作業管理等の管理的対策。

４．個人用保護使用

保護手袋など個人用保護具を使用。



リスクアセスメントについて

リスクアセスメントとＫＹ活動（危険予知活動）

「リスクアセスメント」は、管理責任に基づく「職場の管理活動」です。

「ＫＹ活動」は、現場レベルでの取り組みが基本となる「職場の自主活動」
です。

どちらも「安全衛生先取りの手法」という共通点があります。

リスクアセスメントによって、マニュアルの整備・教育等の管理的対策も対
象になったものは、その遵守徹底のためにＫＹ活動を活用します。

ＫＹ活動で重大なリスクが発見された場合は、リスクアセスメントを行い本
質安全化などの対策を実施します。

どちらか一方が他方を代替出来るものではなく、それぞれの活動を相互に補
う関係にあるといえます。



墜落・転落災害の防止について



足場からの墜落防止措置が強化されています




